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ワクチン接種スケジュール
優先
順位 対象者 接種開始

時期など

１ 医療従事者 ４月９日から

２ 65歳以上の高齢者
（昭和32年４月１日以前生まれ）５月12日から

３
・�高齢者以外で基礎疾患を有す
る方

・高齢者施設などの従事者
未定

（国からの指
示があり次第
接種券を送付
します）

４ 60～64歳の方

５ 上記以外の方

◎標茶町での接種が原則です
　町民の方は標茶町での接種が原則ですが、下
記のやむを得ない事情がある場合は、町外で接
種できる場合があります。
・�入院・入所中の方や、基礎疾患で治療中の方
が町外のかかりつけ医で接種する必要がある
場合

→�かかりつけ医療機関などに直接ご相談くださ
い。

・�遠隔地に下宿をしている方や単身赴任者、里
帰り出産などで住所地外に居住している方

→�接種を希望する市町村への申請が必要になり
ます。

※�標茶町に住民票はないが、標茶町での接種を
希望するという方は、新型コロナワクチン専
用回線に問い合わせください。

新型コロナウイルス
ワクチン接種が
始まっています

　新型コロナウイルスワクチン接種について、標茶町ではクラスタ
ー対策として、最初に届いたワクチンはやすらぎ園などの高齢者施
設の方に優先的に確保させていただきま
した。
　今後のワクチン接種については、次の
スケジュールのとおり進めていきますの
で、ご理解ご協力のほど、よろしくお願
いします。

接
種
初
日
の
様
子

　５月12日からワクチン接種がふれあい交流セ
ンターで始まりました。
　初日は約135人の方々が１回目の接種を終え
ました。接種した方からは「痛くなかった」「す
ぐに終わった」などの声が聞かれていました。
　今回の接種は約300人の予約枠が３時間で埋
まり、高齢者の皆さまにはご迷惑をおかけしてい
ます。新型コロナウイルスワクチンは接種を希望
される方の分をご用意いたしますので、予約の電
話がつながらない場合や、ウェブサイトへのアク
セスが混雑している時は、時間をおいておかけ直
しください。

問い合わせ
■�予約や接種スケジュールなど接種についての一般的
な問い合わせ／

・�新型コロナワクチン接種お問い合わせセンター…☎
0570-000-226（受付時間は午前８時～午後８時、
土日祝日も可）

・�標茶町新型コロナワクチン専用回線…☎486-7383
（受付時間は午前８時45分〜午後５時30分）
■�ワクチンの副反応などに関する相談やワクチンの効
果などの専門的な問い合わせ／

・�北海道新型コロナワクチン接種相談センター…☎
0120-306-154（受付時間は午前９時～午後５時
30分、土日祝日も可）

接種について
＜接種当日＞
■�持ち物／接種券（シールは剥がさずにそのままお持ちください）、予診票（あらかじめ太枠の中をボールペン
で記入してください）、お薬手帳など

■注意事項／
・事前に接種券に同封されている「新型コロナワクチン予防接種についての説明書」をよく読んでください。
・密になるのを防ぐために受付時間を５つに分けています。予約した受付時間は厳守してください。
・�自宅を出る前に体温を測定し、肩を出しやすい服装でお越しください。明らかな発熱があるまたは体調が悪い
場合は接種をお控えください。

・�１回目の接種後、３週間後に２回目の接種があります。２回目の接種日の変更がある場合は、新型コロナワク
チン専用回線へご連絡ください。

＜接種後について＞
・�コロナワクチンを接種する前後２週間は、ほかのワクチン接種は受けることができませんので、ご注意くださ
い。

・�ワクチン接種後も基本的な感染予防対策（マスク着用、密の回避、手洗いや咳エチケットなど）が必要です。
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低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）について

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生
活の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金を支給します。

  申請期限
令和４年２月28日㈪　※支給対象者の②または③に該当する方のみ。

  支給時期
・�支給対象者①に該当する方…４月28日に北海道から児童扶養手当を支給してい
る口座に振り込みされています。

・支給対象者②または③に該当する方…申請内容の審査決定後、通知します。

  問い合わせ
・厚生労働省コールセンター（☎0120-400-903）
※受付時間は午前９時～午後６時（平日）
・役場保健福祉課児童福祉係（１階⑤番窓口☎内線134・135）

  給付額
対象児童１人につき５万円

  支給対象者
①令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けている方（申請不要）
②�公的年金などを受給していることにより、令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方（申請が必

要）
※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限ります。
※�障害基礎年金などを受給されている方のうち、令和３年３月の児童扶養手当法改正により新たに手当を受給す
ることとなった方は申請不要です。

③�令和３年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変
し、収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方（申請が必要）

忘れずに！児童手当・特例給付の現況届
　毎年６月は、児童手当・特例給付の現況届の提出月です。現況届は
年１回全ての受給者が提出しなければならない届け出で、6月１日の状
況を把握し、６月分以降の児童手当・特例給付を引き続き受ける要件
（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを確
認するためのものです。
　この現況届を提出しないと令和３年６月分からの児童手当が受けら
れませんので、忘れずに手続きしてください。該当者には、６月上旬
までに関係書類を送付します。

提出期間
６月１日㈫～30日㈬

提出先・問い合わせ
役場保健福祉課児童福祉係

（１階⑤番窓口☎内線134・135）

　「低所得の子育て世

帯に対する子育て世帯

生活支援特別給付金」

の振り込め詐欺や個人

情報の詐取にご注意く

ださい。

　ご自宅や職場などに

市町村や厚生労働省の

職員をかたった不審な

電話や郵便があった場

合は、お住まいの市町

村や最寄りの警察署に

ご連絡ください。
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町
で
は
、
平
成
31
年
３
月
に

経
営
破
綻
と
な
っ
た
株
式
会
社

標
茶
町
観
光
開
発
公
社
に
つ
い

て
、
経
営
破
綻
の
検
証
（
経
営

検
証
）
と
経
営
状
況
の
要
因
の

検
証
（
政
策
検
証
）
と
い
う
２

つ
の
視
点
か
ら
検
証
報
告
書
を

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
版

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

報
告
書
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１　

検
証
の
目
的

　

株
式
会
社
標
茶
町
観
光
開
発

公
社（
以
下「
公
社
」と
記
す
。）

は
、「
町
民
の
憩
の
場
と
し
て
、

ま
た
広
く
公
衆
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
保
養
施
設
と
し
て
更

に
雇
用
対
策
、
地
域
経
済
刺
激

対
策
」
を
推
進
す
る
た
め
、
標

茶
町
長
、
標
茶
町
農
業
協
同
組

合
長
、
標
茶
町
商
工
会
長
、
塘

路
観
光
協
会
長
、
標
茶
町
議
会

議
員
会
長
、
標
茶
町
地
区
労
議

長
、
茅
沼
振
興
会
長
が
設
立
発

起
人
と
な
り
昭
和
53
年
に
設
立

し
た
第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

様
々
な
課
題
・
問
題
を
抱
え

な
が
ら
も
経
営
を
続
け
て
き
た

が
、
平
成
31
年
３
月
28
日
に
破

産
手
続
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

　

町
は
、
令
和
元
年
８
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
標
茶
町
議
会
全

員
協
議
会
で
、
公
社
が
経
営
破

綻
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て
、

そ
の
原
因
と
問
題
点
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。

令
和
元
年
６
月
定
例
会
で
の
一

般
質
問
で
の
答
弁
で
町
長
か

ら
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
と
な
っ
た

経
緯
等
は
答
弁
し
て
い
る
が
、

改
め
て
公
社
が
経
営
破
綻
と
な

っ
た
原
因
及
び
問
題
点
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、

・�

経
営
状
況
の
分
析
に
よ
る
検

証
（
経
営
検
証
）

・�

経
営
破
綻
の
要
因
の
検
証

（
政
策
検
証
）

の
２
つ
を
主
眼
と
し
て
検
証
す

る
も
の
で
あ
る
。
公
社
の
経
営

は
、
地
方
自
治
法
や
町
条
例
の

規
定
に
よ
り
、
毎
年
議
会
に
報

告
し
、様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
、

歴
史
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、今
後
の「
憩

の
家
」
の
運
営
に
あ
た
り
同
じ

轍て
つ

を
踏
む
こ
と
の
無
い
よ
う
私

た
ち
の
認
識
に
刻
み
込
む
作
業

と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
れ
が

運
営
会
社
が
破
綻
し
て
し
ま
っ

た
施
設
所
有
者
と
し
て
の
町
の

最
大
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

２　

経
営
検
証

　

各
期
別
の
決
算
書
類
を
用
い

た
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
ま
と

め
と
し
て
次
の
２
点
に
つ
い
て

列
挙
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴�

第
41
期
（
平
成
31
年
3
月
28

日
）
ま
で
の
流
れ
か
ら

　

今
回
、
過
去
か
ら
の
状
況
を

再
確
認
す
る
と
、
第
２
期
（
昭

和
54
年
10
月
～
55
年
９
月
）
で

す
で
に
短
期
借
入
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
一
旦
は
解
消
さ
れ

て
い
る
も
の
の
第
14
期
（
平
成

３
年
10
月
～
４
年
９
月
）
か
ら

は
再
度
、
ま
た
第
15
期
（
平
成

４
年
10
月
～
５
年
９
月
）
か
ら

は
長
期
借
入
金
も
計
上
さ
れ
て

お
り
、
慢
性
的
に
資
金
不
足
だ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
負

債
解
消
の
た
め
に
建
物
等
を
町

に
売
却
す
る
こ
と
で
補
填
す
る

形
を
と
り
、
借
入
金
の
返
済
に

充
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
売
却
し
た
資
金
が
現
金
と

し
て
資
産
計
上
し
て
い
た
期
間

は
長
く
な
く
、
第
27
期
（
平
成

16
年
４
月
～
17
年
３
月
）
に
お

い
て
は
長
期
・
短
期
借
入
金
も

返
済
し
た
が
、
現
金
も
少
額
と

な
っ
て
い
る
。
年
度
末
残
高
の

数
値
で
あ
る
が
、
流
動
比
率
、

当
座
比
率
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
運
転
資
金
で
あ
る
現
金
残

高
が
非
常
に
落
ち
込
ん
で
お

り
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
議
会

議
論
で
も
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
資
本
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
運
転
資
金
の
確

保
に
も
つ
な
が
り
、
持
続
的
経

営
の
一
助
と
な
っ
た
可
能
性
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
ま
た
、
経
営
改
善
計
画
で

示
さ
れ
て
い
る
が
、
経
費
の
削

減
は
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
も
限
界
が
あ
り
、
実
際
に
第

36
期
（
平
成
25
年
４
月
～
26
年

３
月
）
の
報
告
で
は
、「
経
費

の
削
減
は
す
で
に
限
界
に
き
て

い
る
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
経
費
は
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
削
減
し
て
い
る
中
で
、

売
り
上
げ
が
増
え
る
こ
と
、
利

用
者
数
が
伸
び
な
け
れ
ば
経
営

改
善
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
利
用
者
数
は
第
18
期
（
平

成
７
年
４
月
～
８
年
３
月
）
を

ピ
ー
ク
に
概
し
て
増
加
に
転
じ

た
期
別
も
あ
る
が
、
徐
々
に
落

ち
込
み
続
け
た
。
公
社
は
こ
の

間
、
様
々
な
努
力
を
重
ね
て
き

た
が
、
結
果
と
し
て
こ
の
利
用

者
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
経
営
改
善
を
阻

ん
だ
最
大
の
要
因
と
判
断
で
き

る
。

⑵�

憩
の
家
か
や
沼
経
営
改
善
計

画
以
降
の
状
況

　

平
成
29
年
12
月
策
定
の
経
営

改
善
計
画
に
基
づ
き
、
町
か
ら

３
０
０
０
万
円
の
長
期
借
入
が

株
式
会
社　

標
茶
町
観
光
開
発
公
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
証
報
告
（
概
要
）
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実
現
し
た
第
40
期
（
平
成
29
年

４
月
～
30
年
３
月
）
以
降
の
２

期
の
実
績
を
検
証
す
る
と
、
第

40
期
は
、
収
益
で
対
計
画
比

５
６
７
万
１
千
円
増
、
費
用
も

同
４
７
２
万
９
千
円
増
、
当

期
純
利
益
も
同
８
７
０
万
円

増
で
終
え
た
が
、
続
く
第
41

期
（
平
成
30
年
４
月
～
31
年
３

月
）
で
は
収
益
が
対
計
画
比

２
０
１
８
万
９
千
円
減
、
費
用

も
同
１
７
０
万
８
千
円
減
、
当

期
純
利
益
は
１
８
４
６
万
３
千

円
減
と
急
速
に
悪
化
し
た
。

　

第
40
期
途
中
で
調
理
ス
タ
ッ

フ
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
訴
求
力
と

相
ま
っ
て
計
画
を
上
回
る
売
上

げ
を
計
上
し
た
が
、
仕
入
額
の

上
昇
も
あ
り
、
純
利
益
は
圧
縮

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
利

用
者
増
の
兆
し
も
あ
り
、
期
待

さ
れ
た
第
41
期
に
あ
っ
て
は
、

胆
振
東
部
地
震
の
風
評
と
そ
の

後
の
経
済
対
策
と
し
て
の
復
興

割
が
結
果
と
し
て
憩
の
家
利
用

者
層
の
高
級
施
設
へ
の
流
出
に

つ
な
が
り
、
期
待
の
伸
び
に
は

至
ら
ず
、
加
え
て
給
与
手
当
、

賞
与
は
３
８
８
万
３
千
円
上
昇

し
、
租
税
公
課
３
３
３
万
３
千

円
の
増
と
合
わ
せ
、
財
務
硬
直

化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
推
察

で
き
る
。

３　

政
策
検
証

　

こ
こ
で
は
、
町
の
第
３
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
公
社
に
対
す
る
憩

の
家
か
や
沼
の
設
置
者
と
し

て
、
憩
の
家
か
や
沼
に
対
す
る

政
策
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
町
が
行
っ
て
き

た
政
策
が
経
営
に
ど
の
よ
う
に

影
響
し
た
の
か
な
ど
、
数
値
を

も
っ
て
示
す
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
全
国
で
破
綻
と
な
っ
た

第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
分
析

し
て
い
る
文
献
な
ど
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
３
項
目
に
つ
い
て

検
証
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑴
複
数
の
政
策
目
標
と
経
営

　

憩
の
家
か
や
沼
は
昭
和
47
年

度
か
ら
昭
和
56
年
度
ま
で
の
10

か
年
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
た

標
茶
町
総
合
計
画
に
お
い
て

「
将
来
標
茶
町
の
産
業
と
し
て

育
て
て
い
く
布
石
」
と
し
て
掲

げ
ら
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
。
建

設
の
目
的
は

①�

勤
労
者
い
こ
い
の
村
な
ど
公

共
的
施
設
の
呼
び
水
と
す

る
。

②�

景
気
の
停
滞
を
少
し
で
も
解

決
す
る
た
め
に
地
域
経
済
に

刺
激
を
与
え
る
。
具
体
的
に

は
・
雇
用
の
促
進

・
地
場
産
業
の
育
成
、
助
長

③�

過
密
状
態
の
都
市
住
民
に
豊

か
な
自
然
環
境
の
提
供

を
主
標
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

そ
れ
ま
で
の
経
過
や
当
時
の

本
町
が
抱
え
て
い
た
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
、

そ
の
達
成
の
た
め
の
手
段
が
憩

の
家
か
や
沼
の
施
設
整
備
で
あ

り
、
持
続
的
経
営
を
行
い
な
が

ら
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
目
標

だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

そ
の
経
営
に
あ
た
る
の
が
町
民

の
出
資
を
も
得
て
設
立
さ
れ
た

第
３
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社
標

茶
町
観
光
開
発
公
社
で
あ
る
。

公
社
は
第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
独
立
採
算

を
経
営
の
基
本
と
し
、
経
営
開

始
当
初
か
ら
長
き
に
わ
た
り
委

託
料
や
指
定
管
理
料
を
受
け
ず

に
経
営
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

そ
れ
は
建
設
時
の
合
意
形
成
か

ら
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
は
あ
る

が
、
公
益
的
な
目
的
を
も
つ
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
委

託
料
や
指
定
管
理
料
の
必
要
性

を
議
論
す
る
必
要
は
あ
っ
た

し
、
当
初
か
ら
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
設
定
し
た
運
営
だ
っ
た
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
町
民
の
出
資

を
無
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
至
上
命
題
を
背
負
い
、

公
社
を
存
続
さ
せ
憩
の
家
を
運

営
す
る
こ
と
が
目
的
と
化
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

⑵
市
場
動
向
と
事
業
計
画

　

憩
の
家
か
や
沼
は
、
そ
の
建

設
に
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
ご
と

く
町
民
の
要
望
や
役
場
内
部
並

び
に
議
会
で
の
議
論
な
ど
多
様

な
合
意
形
成
の
も
と
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
多
様
な
合
意
形
成
が

経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
か
は
計
り
知
れ
な
い
が
、

町
の
一
大
事
業
で
あ
り
持
続
的

経
営
が
求
め
ら
れ
る
中
、
長
短

期
貸
付
金
を
活
用
し
て
の
資
金

繰
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
公
設
の
施
設
ゆ
え
の
民
業

を
圧
迫
し
な
い
と
い
う
配
慮
も

働
き
、
ぎ
り
ぎ
り
持
ち
こ
た
え

る
経
営
だ
っ
た
こ
と
も
否
め
な

い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
は
、
市

場
動
向
な
ど
を
も
と
に
と
き
に

大
胆
な
、
と
き
に
シ
ビ
ア
な
事

業
計
画
の
策
定
と
着
実
な
進
行

管
理
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
平

成
20
年
に
か
け
て
３
度
に
わ
た

り
経
営
改
善
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
29
年
に
改
め

て
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま

で
の
間
は
、
経
営
改
善
に
向
け

た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
十
分

に
回
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は

事
実
と
し
て
反
省
す
べ
き
点
で

あ
る
。

⑶
リ
ス
ク
管
理

　

こ
れ
ま
で
記
述
の
と
お
り
憩

の
家
か
や
沼
は
、
総
合
計
画
に

位
置
づ
け
さ
れ
、
公
社
は
、
町

の
ほ
か
町
内
の
主
要
な
団
体
か

ら
発
起
人
が
名
を
連
ね
、
文
字

ど
お
り
「
町
全
体
」
で
設
立
し

「
町
全
体
」
で
利
用
し
支
え
て

い
く
形
の
中
で
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
た
だ
、
議
会
議
論
の
中

に
は
経
営
に
つ
い
て
懸
念
す
る

声
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

も
し
経
営
難
に
な
っ
た
場
合
の

責
任
は
と
い
う
質
疑
も
さ
れ
た

が
、
町
全
体
で
支
え
る
経
営
計

画
の
も
と
で
は
そ
の
議
論
も
深

ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
過

去
を
振
り
返
る
と
き
は
じ
め
て

言
え
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
時
あ

る
い
は
そ
の
後
で
も
、
赤
字
あ

る
い
は
経
営
難
の
際
の
決
め
事

を
作
り
上
げ
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
は
、
再
三
指
摘
さ
れ
て
い

る
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如

が
、
破
産
と
い
う
企
業
体
に
と

っ
て
最
悪
の
事
態
を
招
い
た
要

因
な
の
で
は
な
い
か
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
観
光
商

工
課
商
工
労
働
係
（
２
階
⑯

番
窓
口
☎️
内
線
２
５
１
）
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標茶町茅沼地区観光宿泊施設
実施設計を策定しました

　

茅
沼
地
区
に
お
け
る
観
光
宿
泊

施
設
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
釧
路
湿
原
国
立
公

園
内
唯
一
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
立

地
条
件
を
生
か
し
、
隣
接
す
る
塘

路
湖
周
辺
、
コ
ッ
タ
ロ
湿
原
ひ
い

て
は
標
茶
町
全
体
の
観
光
振
興
を

け
ん
引
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
の
役

割
を
定
め
る
実
施
設
計
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
国
立
公
園
内
で
は
新
た

な
場
所
で
の
宿
泊
施
設
の
整
備
は

困
難
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在

の
施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
宿
泊
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
再
生
を

目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

釧
路
湿
原
の
杜も

り

と
一
体
と
な
る

杜
の
フ
ァ
サ
ー
ド

　

釧
路
湿
原
、
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
に

面
し
た
、
圧
倒
的
な
豊
か
な
自
然

に
な
じ
む
よ
う
に
、
標
茶
町
の
耳

付
き
の
木
材
を
用
い
た
フ
ァ
サ
ー

ド
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
人
々
を

心
地
よ
く
迎
え
入
れ
る
杜
の
玄
関

を
目
指
し
ま
す
。

■
散
策
ア
プ
ロ
ー
チ

　

既
存
の
樹
木
を
生
か
し
な
が
ら

整
備
し
ま
す
。
樹
木
を
感
じ
な
が

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
計
画
し
ま

す
。

■
外
灯

　

ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
足
元
を
明

る
く
す
る
ポ
ー
ル
灯
を
計
画
し
ま

す
。

　

露
天
風
呂
か
ら
見
え
る
木
々
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
計
画
し
、
ア

プ
ロ
ー
チ
部
の
木
々
に
も
最
低
限

の
数
を
計
画
し
ま
す
。

　

現
本
館
に
設
置
す
る
木
ル
ー
バ

ー
部
に
ア
ッ
パ
ー
ラ
イ
ト
を
計
画

し
ま
す
。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

室
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
段
差
の
な
い
空
間
と
し
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
２
カ
所
に
設
置
す

る
計
画
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
車
寄
せ
を
正
面
玄
関
の

高
さ
に
合
わ
せ
て
形
成
し
、
上
部

に
は
大
き
な
庇

ひ
さ
し

を
設
け
る
こ
と

で
、
雨
天
時
で
も
ぬ
れ
る
こ
と
な

く
出
入
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

■
ロ
ビ
ー

　

既
存
建
物
の
可
能
な
限
り
の
壁

を
撤
去
し
、
大
き
く
水
平
に
続
く

窓
が
あ
る
ロ
ビ
ー
。
中
庭
を
取
り

込
み
縁
側
の
よ
う
な
自
然
光
に
溢

れ
、
美
し
い
景
色
を
望
め
る
ロ
ビ

ー
を
目
指
し
ま
す
。

■
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宴
会
場

　

宴
会
場
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
上
部

に
計
画
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房

か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
を

可
能
と
し
ま
す
。

　

宴
会
場
は
現
在
と
同
規
模
の
約

80
名
収
容
可
能
な
計
画
で
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
美
し
い
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
計

画
と
す
る
と
と
も
に
、
鉄
板
焼
き

等
に
対
応
し
た
個
室
を
計
画
す
る

こ
と
で
落
ち
着
い
た
食
事
空
間
も

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

■
露
天
風
呂

　

既
存
の
立
派
な
岩
を
生
か
し
、

外
部
の
自
然
と
対た

い
じ峙

で
き
る
心
地

良
い
露
天
風
呂
と
し
ま
す
。
ヤ
チ

ボ
ウ
ズ
を
彷ほ

う
ふ
つ彿

さ
せ
る
島
を
計
画

し
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
温
泉
を
演

出
し
ま
す
。

■
内
風
呂

　

既
存
の
内
風
呂
と
同
等
の
サ
イ

ズ
で
設

し
つ
ら

え
ま
す
。

■
サ
ウ
ナ

　

町
内
で
も
数
少
な
い
サ
ウ
ナ
を

計
画
し
ま
す
。

■
休
憩
室

　

寝
転
が
っ
て
休
め
る
小
上
が
り

の
畳
コ
ー
ナ
ー
、
座
っ
て
会
話
を

楽
し
め
る
テ
ー
ブ
ル
、
落
ち
着
い

た
時
間
を
過
ご
せ
る
バ
ー
を
計
画

し
ま
す
。

■
客
室

　

２
ベ
ッ
ド
と
４
ベ
ッ
ド
の
全
15

部
屋
を
計
画
し
ま
す
。
湖
側
に
テ

ラ
ス
を
設
け
ず
全
面
ガ
ラ
ス
窓
と

す
る
こ
と
で
自
然
に
溶
け
込
む
計

画
と
し
ま
す
。
現
新
館
は
既
存
の

柱
を
可
能
な
限
り
活
用
し
な
が
ら

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
計
画
す
る
と
と

も
に
、
全
て
の
客
室
に
は
お
風
呂

を
完
備
し
、
１
階
の
客
室
に
は
露

天
風
呂
の
あ
る
客
室
を
２
室
計
画

し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
室
W
i
︲
F
i
が
使

用
可
能
な
計
画
と
し
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
対
応
可
能
な
客
室
と

し
ま
す
。

　

現
本
館
２
階

　
　

・�

２
ベ
ッ
ド
×
３
部
屋

　
　

・�

４
ベ
ッ
ド
×
１
部
屋

　

現
新
館
１
階

　
　

・�

２
ベ
ッ
ド
×
３
部
屋

　
　

・�

４
ベ
ッ
ド
×
１
部
屋

　

現
新
館
２
階

　
　

・�

２
ベ
ッ
ド
×
７
部
屋

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
観
光
商　

工
課
観
光
振
興
係
（
２
階
⑯　

番
窓
口
☎️
内
線
２
５
２
）

現本館２階 現新館２階

現本館客室

休憩室

現新館１階客室

現新館１階客室内風呂

現新館１階
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茅
沼
地
区
に
お
け
る
観
光
宿
泊

施
設
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
釧
路
湿
原
国
立
公

園
内
唯
一
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
立

地
条
件
を
生
か
し
、
隣
接
す
る
塘

路
湖
周
辺
、
コ
ッ
タ
ロ
湿
原
ひ
い

て
は
標
茶
町
全
体
の
観
光
振
興
を

け
ん
引
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
の
役

割
を
定
め
る
実
施
設
計
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
国
立
公
園
内
で
は
新
た

な
場
所
で
の
宿
泊
施
設
の
整
備
は

困
難
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在

の
施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
宿
泊
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
再
生
を

目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

釧
路
湿
原
の
杜も

り

と
一
体
と
な
る

杜
の
フ
ァ
サ
ー
ド

　

釧
路
湿
原
、
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
に

面
し
た
、
圧
倒
的
な
豊
か
な
自
然

に
な
じ
む
よ
う
に
、
標
茶
町
の
耳

付
き
の
木
材
を
用
い
た
フ
ァ
サ
ー

ド
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
人
々
を

心
地
よ
く
迎
え
入
れ
る
杜
の
玄
関

を
目
指
し
ま
す
。

■
散
策
ア
プ
ロ
ー
チ

　

既
存
の
樹
木
を
生
か
し
な
が
ら

整
備
し
ま
す
。
樹
木
を
感
じ
な
が

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
計
画
し
ま

す
。

■
外
灯

　

ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
足
元
を
明

る
く
す
る
ポ
ー
ル
灯
を
計
画
し
ま

す
。

　

露
天
風
呂
か
ら
見
え
る
木
々
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
計
画
し
、
ア

プ
ロ
ー
チ
部
の
木
々
に
も
最
低
限

の
数
を
計
画
し
ま
す
。

　

現
本
館
に
設
置
す
る
木
ル
ー
バ

ー
部
に
ア
ッ
パ
ー
ラ
イ
ト
を
計
画

し
ま
す
。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

室
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
段
差
の
な
い
空
間
と
し
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
２
カ
所
に
設
置
す

る
計
画
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
車
寄
せ
を
正
面
玄
関
の

高
さ
に
合
わ
せ
て
形
成
し
、
上
部

に
は
大
き
な
庇

ひ
さ
し

を
設
け
る
こ
と

で
、
雨
天
時
で
も
ぬ
れ
る
こ
と
な

く
出
入
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

■
ロ
ビ
ー

　

既
存
建
物
の
可
能
な
限
り
の
壁

を
撤
去
し
、
大
き
く
水
平
に
続
く

窓
が
あ
る
ロ
ビ
ー
。
中
庭
を
取
り

込
み
縁
側
の
よ
う
な
自
然
光
に
溢

れ
、
美
し
い
景
色
を
望
め
る
ロ
ビ

ー
を
目
指
し
ま
す
。

■
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宴
会
場

　

宴
会
場
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
上
部

に
計
画
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房

か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
を

可
能
と
し
ま
す
。

　

宴
会
場
は
現
在
と
同
規
模
の
約

80
名
収
容
可
能
な
計
画
で
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
美
し
い
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
計

画
と
す
る
と
と
も
に
、
鉄
板
焼
き

等
に
対
応
し
た
個
室
を
計
画
す
る

こ
と
で
落
ち
着
い
た
食
事
空
間
も

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

■
露
天
風
呂

　

既
存
の
立
派
な
岩
を
生
か
し
、

外
部
の
自
然
と
対た

い
じ峙

で
き
る
心
地

良
い
露
天
風
呂
と
し
ま
す
。
ヤ
チ

ボ
ウ
ズ
を
彷ほ

う
ふ
つ彿

さ
せ
る
島
を
計
画

し
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
温
泉
を
演

出
し
ま
す
。

■
内
風
呂

　

既
存
の
内
風
呂
と
同
等
の
サ
イ

ズ
で
設

し
つ
ら

え
ま
す
。

■
サ
ウ
ナ

　

町
内
で
も
数
少
な
い
サ
ウ
ナ
を

計
画
し
ま
す
。

■
休
憩
室

　

寝
転
が
っ
て
休
め
る
小
上
が
り

の
畳
コ
ー
ナ
ー
、
座
っ
て
会
話
を

楽
し
め
る
テ
ー
ブ
ル
、
落
ち
着
い

た
時
間
を
過
ご
せ
る
バ
ー
を
計
画

し
ま
す
。

■
客
室

　

２
ベ
ッ
ド
と
４
ベ
ッ
ド
の
全
15

部
屋
を
計
画
し
ま
す
。
湖
側
に
テ

ラ
ス
を
設
け
ず
全
面
ガ
ラ
ス
窓
と

す
る
こ
と
で
自
然
に
溶
け
込
む
計

画
と
し
ま
す
。
現
新
館
は
既
存
の

柱
を
可
能
な
限
り
活
用
し
な
が
ら

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
計
画
す
る
と
と

も
に
、
全
て
の
客
室
に
は
お
風
呂

を
完
備
し
、
１
階
の
客
室
に
は
露

天
風
呂
の
あ
る
客
室
を
２
室
計
画

し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
室
W
i
︲
F
i
が
使

用
可
能
な
計
画
と
し
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
対
応
可
能
な
客
室
と

し
ま
す
。

　

現
本
館
２
階

　
　

・�
２
ベ
ッ
ド
×
３
部
屋

　
　

・�
４
ベ
ッ
ド
×
１
部
屋

　

現
新
館
１
階

　
　

・�

２
ベ
ッ
ド
×
３
部
屋

　
　

・�

４
ベ
ッ
ド
×
１
部
屋

　

現
新
館
２
階

　
　

・�

２
ベ
ッ
ド
×
７
部
屋

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
観
光
商　

工
課
観
光
振
興
係
（
２
階
⑯　

番
窓
口
☎️
内
線
２
５
２
）

現本館１階
内風呂

露天風呂

レストラン

ロビー
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　日頃からごみの減量と分別にご協力いただき、ありがとうございます。
　令和２年度のごみ処理実績は、家庭系の可燃ごみが減少し、資源ごみと事業系ごみが増加となり、リサイクル
率は0.9％増加しました。さらなる資源ごみの分別、生ごみの水切りや堆肥化などにより、ごみの減量化・資源
化に向けて取り組んでいきましょう。
　本町では、ごみの減量化・資源化を推進するため、生ごみ処理機本体購入費用の助成制度を実施していますの
で、ぜひ利用してください。
　今後ともごみの減量と分別の推進に協力をお願いします。

問い合わせ／役場住民課環境衛生係（１階③番窓口☎内線127）

ごみ処理実績一覧� （△は減）
家庭系 事業系

粗大ごみ
（t）

資源ごみ
（t）

リサイ
クル率
（％）

可燃ごみ
（t）

不燃ごみ
（t）

可燃ごみ
（t）

不燃ごみ
（t）

令和２年度 1,322 106 371 103 95 601 23.1

令和元年度 1,475 103 291 41 97 573 22.2

前年比 △153 3 80 62 △２ 28 0.9

資源ごみ売り払い・処理委託実績一覧
資源ごみ売り払い 資源ごみ処理委託

量（t） 金額
（千円） 量（t） 金額

（千円）

令和２年度 1,002 3,558 139 2,086

令和元年度 479 4,333 94 1,024

前年比 523 △775 45 1,062

資源ごみ売り払い品目
空き缶類、ペットボトル、新聞、
ダンボール、雑誌、その他紙、衣類、
紙パック、小型家電、鉄くず、

ビール・一升瓶

資源ごみ処理委託品目
プラスチック類、食品トレイ、
瓶類、シュレッダーくず、

乾電池、蛍光管

みんなで楽しく学びます
乳牛の飼い方、子牛の育て方、正しい乳牛の
訓練・手入れの方法、牛乳・バター・チーズ

の知識の習得など

■対象／町内の小学生・中学生・高校生
■�年会費／１人につき2,500円（ＪA組合員
は2,000円）

■主な活動／
・�標茶町ジュニアホルスタインクラブ定期総
会

・�釧路・根室合同ジュニアホルスタインサマ
ースクール開催、管内ジュニアホルスタイ
ンクラブとのキャンプ＆ＢＢＱなど

・全道酪農教室（安平町）への参加
・酪農に関する料理教室　など
■�申し込み・問い合わせ／ＪAしべちゃ農業
振興課（☎485-2125）

標茶町ジュニア
ホルスタインクラブ 会員募集

　標茶町ジュニアホルスタインクラブは、青少年が集い、標茶町の自然に溶け込んだ酪農を学び合い、仲間
と共にその素晴らしさと可能性を知ることによって、輝く未来を創造することを目的に活動しています。

令和２年度ごみ処理実績
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◆
Ｑ
１
／
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
コ
ー

ナ
ー
を
図
書
館
に
設
置
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
？
自
分
の
い
ら
な
い

本
を
寄
付
し
た
り
、
寄
付
さ
れ
た

本
を
無
料
で
持
ち
帰
り
読
め
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
他
都
道
府
県
に
あ

る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
匿　

名
】

◆
Ａ
１
／
い
つ
も
図
書
館
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
図
書

の
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
古
本
市
の
会
」
に
よ
る

古
本
市
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
販
売
す
る
図
書
の
寄
贈
は
随

時
受
け
付
け
、
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
の
古
本
市
は
８
月
21

日
㈯
、
22
日
㈰
に
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
定
価
の
１
割
で
販
売
さ

れ
、
収
益
に
よ
り
購
入
さ
れ
た
図

書
は
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

児
童
図
書
35
冊
（
10
万
５
３
０
０

円
相
当
）
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
読
書
推
進

を
願
っ
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

図
書
は
、
昭
和
59
年
よ
り
現
在
ま

で
で
累
計
１
５
０
７
冊
（
総
額

２
４
８
万
円
相
当
）
と
な
り
ま
し

た
。「
古
本
市
の
会
」
の
取
り
組

み
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

寄
贈
図
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
当
館
の
判
断
に
お
任
せ
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
ご
家
庭
で

不
要
な
図
書
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
あ
る
場

合
に
は
回
収
に
伺
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
図
書
館
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　
【
図
書
館
】

◆
Ｑ
２
／
雪
が
溶
け
て
道
端
の
ご

み
が
と
て
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
に
目
に
つ
く
の

で
、
散
歩
が
て
ら
拾
い
集
め
て
、

自
宅
の
ご
み
と
一
緒
に
出
し
て
い

ま
す
。
先
日
も
１
時
間
ほ
ど
散
歩

し
て
、も
や
せ
る
ご
み
と
缶
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
３
袋
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
帯
広
市
で
の

まちづくり
ポスト

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
エ
コ
フ
レ

ン
ズ
」
の
取
り
組
み
を
知
り
ま
し

た
。
登
録
す
る
と
、
無
料
で
専
用

の
ご
み
袋
が
も
ら
え
る
そ
う
で

す
。
車
や
か
ば
ん
に
１
枚
入
れ
て

お
け
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気

軽
に
ご
み
を
拾
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
活

動
は
知
っ
て
い
ま
す
し
、
何
度
か

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

日
常
で
よ
り
気
軽
に
ご
み
拾
い
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
エ
コ
フ
レ

ン
ズ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば

よ
り
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
【
匿　

名
】

◆
Ａ
２
／
日
頃
か
ら
町
内
の
環
境

美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、ま
た
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道

路
な
ど
の
公
共
の
場
所
を
清
掃
さ

れ
る
個
人
や
団
体
、
町
内
会
の
皆

さ
ま
に
、
無
料
で
ご
み
袋
の
配
布

や
清
掃
活
動
で
集
め
た
ご
み
の
収

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
研
究
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
個
人
で
も
活
動
す
る
こ
と
で

ご
み
袋
の
配
布
が
受
け
ら
れ
、
無

料
で
収
集
さ
れ
る
こ
と
を
広
報
し

べ
ち
ゃ
で
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
袋
の
配
布
や
収
集
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
住
民

課
環
境
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

に
関
す
る
本
町
の
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

【
住
民
課
】

駒ケ丘公園噴水の
開放について

　駒ケ丘公園噴水では、噴水内で水遊び
ができます。今年の開放期間は６月１日
㈫〜10月中旬を予定しています。（状況
によって変更になる場合があります）
　きれいで気軽に利用できる憩いの場と
なるよう、利用マナーを守りましょう。
また、利用される方は新型コロナウイル
ス感染症対策にご理解とご協力をお願い
します。

■�問い合わせ／役場建設課住宅都市計画
係（１階⑧番窓口☎内線275）

　防災・防犯情報などをメール
で お知らせします。
　「防犯情報」「防災情報」「町か
らのお知らせ」「ヒグマ出没情報」
の区分から配信を希
望する情報を選んで
登録すると、必要な
情報のみを受信する
ことができます。

登録は
こちら▶

駒ケ丘公園噴水の利用マナー
①�噴水内（安全柵の内側）は靴を脱いで
入りましょう。

②�噴水モニュメントや柵には登らない。
③柵を乗り越えて出入りをしない。
④噴水から出ている水を飲まない。
⑤ペットを入れない。
⑥遊んだ後は手と顔を洗いましょう。
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標茶町花いっぱいコスモス推進会議

花植えに参加してみませんか

地域おこし協力隊
小濱　真人

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
日
誌
vol.33

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

道
東
の
心
地
よ
い
春
の
そ
よ

風
を
浴
び
て
、
残
す
任
期
も
１

年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
馬
と
共
に
暮
ら
せ
る
町
」

づ
く
り
と
し
て
、
馬
た
ち
と
の

生
活
の
中
で
、
日
々
彼
ら
（
馬

た
ち
）
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

新
馬
馴じ

ゅ
ん
ち致

（
調
教
）
や
引
退

乗
用
馬
た
ち
と
の
仕
事
が
メ
イ

ン
の
た
め
、
皆
さ
ん
に
は
馬
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
と
し
た

案
内
が
難
し
く
、
昨
年
の
馬
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
、
も
ど
か
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

彼
ら（
馬
た
ち
）は「
経
済
・

観
光
・
教
育
」
と
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
を
し
て
く
れ
る
、

人
間
の
生
活
の
中
で
の
か
け
が

え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
馬
た
ち
を
、
乗
馬
な

ど
を
通
し
て
「
も
っ
と
身
近
に

馬
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
！
」

と
い
う
思
い
で
、
ま
ず
は
馬
た

ち
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施

設
造
り
を
引
退
乗
用
馬
の
受
け

入
れ
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

馬
産
地
と
し
て
栄
え
た
歴
史

を
も
ち
、
酪
農
を
基
幹
産
業
と

す
る
標
茶
町
の
風
土
を
生
か
し

た
カ
ウ
ボ
ー
イ
と
し
て
、
馬
た

ち
と
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

雑
草
が
伸
び
た
ま
ま
の
状
態
や

ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
の
土
地

は
、
近
隣
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
草
刈
り
が
行
わ
れ
て

い
な
い
所
有
地
は
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
野
火
を
招
く
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
安
全
で
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
自
分

の
所
有
地
の
草
刈
り
や
清
掃
を
行

い
、
き
れ
い
で
住
み
や
す
い
町
に

し
ま
し
ょ
う
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
住
民
課
環

境
衛
生
係
（
１
階
③
番
窓
口
☎

内
線
１
２
７
）

所
有
地
の

適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

農
薬
飛
散
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

　

学
校
や
保
育
所
、
住
宅
地
に
近

い
家
庭
菜
園
や
農
地
な
ど
で
は
、

農
薬
が
飛
散
し
て
住
民
や
子
ど
も

な
ど
へ
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ

う
、
で
き
る
だ
け
農
薬
の
使
用
を

控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
薬
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
飛
散
し
な
い
農
薬
を
選
ん
だ

り
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
内
容

に
従
っ
て
使
用
す
る
な
ど
、
農
薬

が
飛
散
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し

ま
し
ょ
う
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
住
民
課
環

境
衛
生
係
（
１
階
③
番
窓
口
☎

内
線
１
２
７
）

　草花が色鮮やな花を咲かせる季節がやってきました。標茶町花いっぱいコスモス推進会議では、毎年、
標茶町駅前と開発センター前の花壇で、夏の花の植え替え作業をしています。
　会員以外の方の参加も広く募集しますので、花の好きな方やガーデニングに興味のある方は気軽にご参
加ください。
■日時／６月22日㈫、午前10時～正午（予定）
※�６月18日㈮までに、下記係へ申し込みください。
■集合場所／標茶駅前花壇
■持ち物／軍手、スコップ、汚れてもよい服装
■�問い合わせ／標茶町花いっぱいコスモス推進会
議事務局・役場企画財政課地域振興係（２階⑰
番窓口☎内線224）

※�この活動は一般財団法人セブン-イレブン記
念財団の助成を受けています。
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平成25年度　第166号
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長  山口　鈴代　標女連広報委員会

平成26年２月１日第195号　　 令和３年６月１日
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長　千葉　博子　標女連広報委員会

一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。

女性活動の合いことば

役　　　職 氏　　　名

会　　　長 千　葉　博　子

副
会
長

広 報 委 員 長 三　枝　由美子

総 務 委 員 長 山　口　紀　子

研 修 委 員 長 塩　原　トシ子

男女平等参画委員長 北　原　千津子

理
　
　
事

広 報 副 委 員 長 田　中　一　美

総 務 副 委 員 長 若　木　ミドリ

研 修 副 委 員 長 外　川　ゆかり

男女平等参画副委員長 鳴　川　純　子

監　　　査
油　谷　栄　子

柬　理　由美子

会　　　計
長　尾　初　子

島　田　まさ子

事
務
局

事 務 局 長 江　口　サチ子

事 務 局 員 照　井　せい子
町内会・地域会 氏　　　名 氏　　　名

常　　　盤 内　野　順　子 小　端　小百合

川　　　上 表　　　恵　子 原　田　美恵子

川 上 公 住 平　間　安　子 澤　田　紀　子

開　　　運 小　倉　明　美 山　崎　孝　子

旭 瀬　山　祐美子 本　間　由加里

富　　　士 蛯　名　信　子 三　本　千　穂

平　　　和 山　口　紀　子 岡　村　真理子

桜 清　田　惠美子 大　窪　晴　子

麻　　　生 青　木　由紀子 伊　藤　順　子

標
女
連
会
長
　
千
　
葉
　
博
　
子

令
和
３
年
度
の
活
動
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

　

標
茶
に
も
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
、
新
緑

が
目
に
し
み
る
、
一
番
快
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
来
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
猛
威
は
衰
え
を
知
ら
ず
、
加
え
て
変
異

株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
広
が
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
の
下
、

営
業
や
往
来
の
自
粛
な
ど
、
十
分
な
保
障
を

得
ら
れ
な
い
飲
食
店
や
商
店
な
ど
は
廃
業
の

危
機
に
立
た
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
変

な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
影
響
で
、
標
女
連
も
３
月
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
「
女
性
の
つ
ど
い
」、
４
月

の
「
総
会
」
は
、
三
密
を
避
け
る
こ
と
が
難

し
い
と
判
断
し
、
２
年
続
け
て
の
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
出
店
し

て
い
た
「
子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
ま
つ
り
」

の
参
加
を
今
年
は
見
送
る
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ

う
、
マ
ス
ク
作
り
や
カ
ヌ
ー
体
験
等
、
昨
年

の
経
験
を
基
に
、
役
員
一
同
、
心
を
一
つ
に

し
て
、
今
年
の
活
動
、
何
が
で
き
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
標
茶
町
が
当
番
で
あ
る
「
釧
路

管
内
男
女
平
等
参
画
集
会
」、
昨
年
は
中
止

さ
れ
た
「
全
道
女
性
大
会
」
へ
の
参
加
、「
女

性
の
つ
ど
い
」
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
推
移
を

見
守
り
な
が
ら
も
、
役
員
一
同
、
力
を
合
わ

せ
て
活
動
方
針
に
従
っ
て
、「
女
性
の
合
い

言
葉
」
が
示
す
、
楽
し
く
た
め
に
な
る
学
び

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
年
も
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
５
月
10
日
…
釧
女
連
総
会

■�

５
月
11
日
…
標
女
連
理
事
会

■�

５
月
末
…
釧
路
地
区
男
女
平

等
参
画
総
会

予　

定

■�

７
月
15
日
…
標
茶
町
戦
争
犠

牲
者
追
悼
式

■�

９
月
２
～
３
日
…
全
道
女
性

大
会

※�

状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
の
動
き

令和３年度　役員体制

令和３年度　理事


